
●
は
じ
め
に

　

南
ア
フ
リ
カ
へ
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ

の
影
響
は
深
刻
で
あ
る
。
成
人
の
ほ
ぼ

六
人
に
一
人
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
い

る
と
み
ら
れ
、
国
内
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
者

数
は
五
六
〇
万
人
と
世
界
で
最
も
多
い

（
二
〇
〇
九
年
）。

　

南
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
、

一
九
九
〇
年
代
に
急
速
に
感
染
が
拡
大

し
た
。
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
体
制
か
ら
の

民
主
化
に
よ
り
一
九
九
四
年
に
政
権
に

つ
い
た
ア
フ
リ
カ
民
族
会
議（
Ａ
Ｎ
Ｃ
）

に
と
っ
て
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
は

急
務
の
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
民

主
化
後
の
一
〇
年
余
り
の
間
、
南
ア
フ

リ
カ
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
は
、
い

わ
ゆ
る
「
エ
イ
ズ
否
認
主
義
」（
後
述
）

の
影
響
を
受
け
て
混
乱
し
た
。
ま
た
、

近
年
で
は
否
認
主
義
は
退
場
し
た
も
の

の
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
援
助
資
金
の
減
少

に
よ
り
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
の
持

続
可
能
性
に
黄
信
号
が
灯
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
南
ア
フ
リ
カ
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ

／
エ
イ
ズ
対
策
を
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
援

助
潮
流
の
変
化
や
援
助
機
関
と
の
関
係

に
留
意
し
な
が
ら
振
り
返
り
た
い
。

● 
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
の
グ
ロ
ー

バ
ル
な
エ
イ
ズ
対
策
の
転
換

　

一
九
八
〇
年
代
に
北
米
や
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
で
症
例
が
報
告
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
エ
イ
ズ
は
、
当
初
、
治
療
の
手

立
て
が
な
い
死
病
と
し
て
恐
れ
ら
れ

た
。
し
か
し
、
一
九
九
六
年
に
複
数
の

抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬
を
組
み
合
わ
せ
る
治
療
法

（
抗
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
療
法
、
以
下
Ａ

Ｒ
Ｔ
と
略
）
が
エ
イ
ズ
発
症
を
防
ぐ
効

果
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
と
、
Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
は
劇
的
に
変
化
し

た
。
Ａ
Ｒ
Ｔ
の
普
及
に
よ
り
、
一
九
九

〇
年
代
後
半
に
は
、
ま
ず
先
進
国
で
エ

イ
ズ
に
よ
る
死
亡
者
が
激
減
し
た
。

　

し
か
し
、
Ａ
Ｒ
Ｔ
は
生
涯
に
わ
た
る

薬
の
服
用
が
必
要
で
あ
り
、
発
展
途
上

国
へ
の
普
及
に
は
高
額
な
費
用
が
ネ
ッ

ク
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況

に
対
し
て
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
発
展
途
上

国
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
者
団
体
か
ら
、
製
薬

企
業
の
知
的
財
産
権
保
護
が
発
展
途
上

国
に
お
け
る
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬
の
利
用
を
阻

害
し
て
い
る
と
の
批
判
が
巻
き
起
こ
っ

た
。
ま
た
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
イ
ン
ド

な
ど
で
安
価
な
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
（
先

発
医
薬
品
と
成
分
・
薬
効
が
同
等
の
後

発
医
薬
品
）
の
製
造
も
始
ま
っ
た
こ
と

か
ら
、
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬
の
価
格
は
、
二
〇

〇
〇
年
の
年
間
一
万
ド
ル
超
か
ら
二
〇

〇
一
年
に
は
数
百
ド
ル
に
ま
で
急
激
に

低
下
し
た
。

　

抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬
の
価
格
低
下
に
加
え
、

世
界
エ
イ
ズ
・
結
核
・
マ
ラ
リ
ア
対
策

基
金
（
Ｇ
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
の
設
立
（
二
〇

〇
二
年
）、
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
エ
イ

ズ
救
済
緊
急
計
画
（
Ｐ
Ｅ
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｒ
）

の
発
表
（
二
〇
〇
三
年
）
な
ど
、グ
ロ
ー

バ
ル
な
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
資
金
動

員
の
仕
組
み
が
整
っ
た
こ
と
で
、
発
展

途
上
国
で
も
Ａ
Ｒ
Ｔ
の
普
及
が
現
実
的

と
な
っ
た
。
二
〇
〇
三
年
に
は
、
二
〇

〇
五
年
末
ま
で
に
発
展
途
上
国
の
三
〇

〇
万
人
（
す
ぐ
に
治
療
を
必
要
と
す
る

Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
者
の
半
数
に
相
当
）
が
Ａ

Ｒ
Ｔ
を
開
始
す
る
と
い
う
国
際
目
標

（「
３ス

リ
ー
・
バ
イ
・
フ
ァ
イ
ブ

by
５
」）
が
打
ち
出
さ
れ
、
発
展

途
上
国
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
は
、

従
来
の
予
防
啓
発
重
視
か
ら
、
ケ
ア
・

治
療
体
制
の
整
備
を
含
む
包
括
的
な
対

策
へ
と
舵
を
切
っ
た
。

● 

エ
イ
ズ
否
認
主
義
を
め
ぐ
る

混
乱
と
対
立

　

南
ア
フ
リ
カ
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
者
の

当
事
者
団
体
で
あ
る
「
治
療
行
動
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）」
が
一
九
九
八

年
に
設
立
さ
れ
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
も
連

携
し
て
医
薬
品
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
運

動
を
活
発
に
展
開
す
る
な
ど
、
発
展
途

上
国
の
な
か
で
も
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬
を
求
め

る
声
が
い
ち
早
く
上
が
っ
た
国
の
一
つ

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
南
ア
フ
リ
カ
政

府
の
動
き
は
鈍
く
、
民
間
部
門
で
の
私

費
に
よ
る
Ａ
Ｒ
Ｔ
は
早
々
に
利
用
可
能

と
な
っ
て
い
た
も
の
の
、
低
所
得
層
が

主
に
利
用
す
る
公
的
部
門
で
は
二
〇
〇

四
年
ま
で
Ａ
Ｒ
Ｔ
が
提
供
さ
れ
な
か
っ

た
。「
３
by
５
」
目
標
の
も
と
、
南
ア

フ
リ
カ
で
は
二
〇
〇
五
年
末
ま
で
に
三

南
ア
フ
リ
カ
の
経
済
・
社
会
変
容

特
　
集Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策

―
否
認
主
義
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
援
助
潮
流
の
間
で
―

牧
野
久
美
子
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七
万
五
〇
〇
〇
人
が
治
療
を
開
始
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〇

五
年
三
月
時
点
で
Ａ
Ｒ
Ｔ
を
始
め
て
い

た
の
は
公
的
部
門
で
五
万
人
足
ら
ず
、

民
間
部
門
を
含
め
て
も
一
〇
万
人
程
度

に
と
ど
ま
り
、
目
標
に
遠
く
及
ば
な

か
っ
た
。

　

南
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
Ａ
Ｒ
Ｔ
導
入

の
遅
れ
に
つ
い
て
は
、
エ
イ
ズ
否
認
主

義
と
の
関
わ
り
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

エ
イ
ズ
否
認
主
義
と
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
が
エ

イ
ズ
の
原
因
で
あ
り
、
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬
が

Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
者
の
治
療
や
母
子
感
染
予

防
に
効
果
的
で
あ
る
と
い
う
主
流
派
科

学
の
見
解
に
基
づ
く
対
策
を
否
定
す

る
、
あ
る
い
は
疑
問
を
差
し
挟
む
考
え

方
の
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
初

頭
、
ム
ベ
キ
大
統
領
と
チ
ャ
バ
ラ
ラ
＝

ム
シ
マ
ン
保
健
大
臣
（
い
ず
れ
も
肩
書

き
は
当
時
。
以
下
同
様
）
は
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ

薬
の
効
果
や
安
全
性
を
疑
問
視
す
る
発

言
を
繰
り
返
し
、
公
的
部
門
に
お
け
る

抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬
導
入
を
遅
ら
せ
た
が
、
彼

ら
が
「
否
認
主
義
者
」
と
呼
ば
れ
る
科

学
者
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ら
と
交
流
を

も
ち
、
そ
の
主
張
に
理
解
を
示
し
て
き

た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

政
府
指
導
者
が
否
認
主
義
の
主
張
に

耳
を
傾
け
た
ひ
と
つ
の
背
景
と
し
て
、

当
時
の
南
ア
フ
リ
カ
政
府
が
、
一
九
九

七
年
制
定
の
改
正
薬
事
法
を
め
ぐ
っ
て

多
国
籍
製
薬
企
業
と
係
争
中
で
あ
っ
た

こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

同
法
は
、
国
内
の
医
薬
品
価
格
を
下
げ

る
た
め
に
、
特
許
の
強
制
実
施
や
並
行

輸
入
に
関
わ
る
条
項
を
盛
り
込
ん
で
い

た
が
、
こ
れ
が
知
的
財
産
権
の
侵
害
に

あ
た
る
と
し
て
多
国
籍
製
薬
企
業
が
集

団
で
南
ア
フ
リ
カ
政
府
に
対
す
る
訴
訟

を
起
こ
し
て
い
た
。裁
判
そ
の
も
の
は
、

Ｔ
Ａ
Ｃ
も
関
与
し
た
国
内
外
の
活
発
な

抗
議
行
動
を
受
け
て
二
〇
〇
一
年
に
製

薬
企
業
側
が
提
訴
を
取
り
下
げ
る
形
で

決
着
し
た
が
、
政
府
指
導
者
の
製
薬
企

業
へ
の
不
信
が
、
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬
の
有
効

性
や
安
全
性
へ
の
不
信
に
つ
な
が
り
、

南
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬
利

用
の
遅
れ
を
も
た
ら
し
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
の
南
ア
フ
リ
カ
・
ダ
ー

バ
ン
で
の
国
際
エ
イ
ズ
会
議
で
、
ム
ベ

キ
大
統
領
は
「
世
界
で
最
大
の
死
亡
原

因
は
極
度
の
貧
困
で
あ
る
」、「
す
べ
て

単
一
の
ウ
イ
ル
ス
の
せ
い
に
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
」
と
述
べ
て
、
国
際
的
に

非
難
を
浴
び
た
。
ま
た
国
内
で
は
、
抗

Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬
の
利
用
に
消
極
的
な
南
ア
フ

リ
カ
政
府
に
対
し
て
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
が
大
衆

行
動
と
憲
法
訴
訟
、
さ
ら
に
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ

陽
性
者
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
命
が
け
の
服

薬
ボ
イ
コ
ッ
ト
闘
争
な
ど
を
通
じ
て
圧

力
を
か
け
、
公
的
部
門
で
の
Ａ
Ｒ
Ｔ
の

早
期
実
施
を
迫
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
国

内
外
の
世
論
に
押
し
切
ら
れ
る
形
で
、

南
ア
フ
リ
カ
政
府
は
よ
う
や
く
二
〇
〇

三
年
末
に
公
的
部
門
の
Ａ
Ｒ
Ｔ
実
施
を

含
む
計
画
を
策
定
し
、
二
〇
〇
四
年
か

ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

●
援
助
機
関
と
の
緊
張
関
係

　

世
界
で
最
も
多
く
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
者

を
抱
え
、
Ａ
Ｒ
Ｔ
需
要
の
高
い
南
ア
フ

リ
カ
は
、「
３
by
５
」
の
グ
ロ
ー
バ
ル

目
標
達
成
の
成
否
の
鍵
を
握
る
国
と
見

な
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
Ｇ
Ｆ
Ａ

Ｔ
Ｍ
を
は
じ
め
と
す
る
援
助
機
関
は
南

ア
フ
リ
カ
に
積
極
的
に
援
助
を
入
れ
よ

う
と
し
た
。
し
か
し
、
南
ア
フ
リ
カ
は

も
と
も
と
政
府
予
算
に
占
め
る
外
国
援

助
へ
の
割
合
は
低
く
、
と
く
に
ム
ベ
キ

大
統
領
は
ア
フ
リ
カ
と
西
洋
の
関
係
を

対
等
な
も
の
に
変
革
し
よ
う
と
す
る

「
ア
フ
リ
カ
ン
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
理

念
の
提
唱
者
で
も
あ
り
、
援
助
依
存
を

嫌
っ
た
。
そ
の
た
め
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ

ズ
対
策
に
つ
い
て
も
政
府
主
導
で
進
め

る
意
思
が
強
く
、
南
ア
フ
リ
カ
政
府
と

援
助
機
関
と
の
関
係
は
、
と
り
わ
け
公

的
Ａ
Ｒ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始
当
初
に

は
、ぎ
く
し
ゃ
く
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

南
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
Ｇ
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｍ

に
よ
る
資
金
提
供
は
、
こ
れ
ま
で
計
九

件
採
択
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
、

初
期
の
二
案
件
は
中
央
政
府
を
通
さ
ず

州
政
府
（
ク
ワ
ズ
ー
ル
ー
・
ナ
タ
ー
ル

州
お
よ
び
西
ケ
ー
プ
州
）
が
Ｇ
Ｆ
Ａ
Ｔ

Ｍ
に
直
接
申
請
し
、
認
め
ら
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
中
央
政
府
が
援

助
受
け
入
れ
に
消
極
的
だ
っ
た
た
め
の

苦
肉
の
策
で
あ
っ
た
が
、
Ｇ
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｍ

が
自
ら
の
頭
越
し
に
州
に
直
接
援
助
を

入
れ
よ
う
と
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
中

央
政
府
は
強
く
反
発
し
た
。

　

ま
た
、
南
ア
フ
リ
カ
は
、
ア
メ
リ
カ

の
Ｐ
Ｅ
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｒ
開
始
当
初
よ
り
支
援

対
象
国
に
選
ば
れ
た
が
、
そ
の
こ
と
に

つ
い
て
事
前
に
南
ア
フ
リ
カ
政
府
へ
の

相
談
が
な
か
っ
た
こ
と
、
Ｐ
Ｅ
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｒ
の
支
援
の
大
半
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
通
じ
て

な
さ
れ
、
各
地
で
運
営
さ
れ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
直
接
資
金
が
入
る
た
め
に
中
央

政
府
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
こ
と

な
ど
か
ら
、
南
ア
フ
リ
カ
政
府
は
Ｐ
Ｅ

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｒ
の
援
助
に
対
し
て
も
批
判
的

で
あ
っ
た
。
Ｐ
Ｅ
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｒ
は
、
公
的

Ａ
Ｒ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
外
部
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ

が
行
う
治
療
活
動
に
対
し
て
、
施
設
建

設
費
用
や
人
件
費
な
ど
の
ほ
か
、
抗
Ｈ

Ｉ
Ｖ
薬
の
購
入
費
用
を
含
め
て
支
援
し

て
き
た
。
公
的
Ａ
Ｒ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

立
ち
上
が
り
が
遅
か
っ
た
な
か
で
、
Ｐ

Ｅ
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｒ
の
支
援
で
開
設
さ
れ
た
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
活
動
は
、
南
ア
フ
リ
カ
の

Ａ
Ｒ
Ｔ
普
及
の
と
り
わ
け
初
期
段
階
に

お
い
て
、
貧
困
層
に
と
っ
て
貴
重
な
治

ＨＩＶ／エイズ対策 ―否認主義とグローバルな援助潮流の間で―
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療
ア
ク
セ
ス
を
提
供
し
た
と
い
え
る
。

● 

否
認
主
義
の
後
退
と

援
助
機
関
と
の
関
係
改
善

　

二
〇
〇
五
年
頃
ま
で
は
、
南
ア
フ
リ

カ
政
府
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
は
独

自
色
が
強
く
、
援
助
機
関
と
対
立
す
る

場
面
も
目
立
っ
た
。
し
か
し
、
チ
ャ
バ

ラ
ラ
＝
ム
シ
マ
ン
保
健
大
臣
が
健
康
上

の
理
由
で
休
職
し
た
間
に
、
ム
ラ
ン
ボ

＝
ン
ッ
カ
副
大
統
領
の
指
揮
の
も
と
、

Ａ
Ｒ
Ｔ
の
大
幅
拡
大
を
目
標
と
し
て
明

記
し
た
戦
略
計
画
が
二
〇
〇
七
年
に
策

定
さ
れ
る
と
、
南
ア
フ
リ
カ
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ

／
エ
イ
ズ
対
策
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
主
流

に
沿
っ
た
も
の
に
な
り
、
政
府
は
必
要

な
資
金
確
保
の
た
め
に
援
助
機
関
と
の

連
携
を
深
め
る
方
針
に
転
じ
た
。
二
〇

〇
八
年
に
ム
ベ
キ
大
統
領
と
チ
ャ
バ
ラ

ラ
＝
ム
シ
マ
ン
保
健
大
臣
が
退
陣
す
る

と
、
そ
の
後
の
ズ
マ
政
権
は
エ
イ
ズ
否

認
主
義
か
ら
距
離
を
お
く
姿
勢
を
明
確

化
し
、
国
連
機
関
や
援
助
機
関
と
の
関

係
が
改
善
し
た
。

　

二
〇
〇
九
年
と
一
〇
年
に
は
、
Ｇ
Ｆ

Ａ
Ｔ
Ｍ
に
対
す
る
南
ア
フ
リ
カ
の
大
型

の
資
金
申
請
が
相
次
い
で
認
め
ら
れ

た
。
ま
た
、
南
ア
フ
リ
カ
政
府
は
、
公

的
部
門
で
使
用
す
る
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬
の
調

達
に
関
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
ク
リ
ン
ト

ン
財
団
の
支
援
を
受
け
て
入
札
方
法
の

改
善
に
取
り
組
み
、
二
〇
一
〇
年
の
入

札
で
は
そ
れ
ま
で
の
ほ
ぼ
半
額
で
の
調

達
に
成
功
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
か
ら

は
、
ズ
マ
政
権
は
ム
ベ
キ
政
権
と
比
べ

て
、
Ａ
Ｒ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拡
大
の
た

め
に
、
援
助
機
関
の
支
援
を
よ
り
積
極

的
に
仰
ぐ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
。
南
ア
フ
リ
カ
の
公
的

Ａ
Ｒ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
治
療
を
開
始
し

た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
者
数
は
二
〇
一
一
年
現

在
で
累
計
一
四
〇
万
人
に
の
ぼ
り
、
現

在
、
南
ア
フ
リ
カ
の
Ａ
Ｒ
Ｔ
実
施
規
模

は
世
界
最
大
級
の
も
の
と
な
っ
て
い

る
。

● 
援
助
資
金
の
減
少
に
よ
り

懸
念
さ
れ
る
影
響

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
南
ア
フ
リ
カ
政

府
の
姿
勢
の
変
化
に
対
し
て
、
援
助
機

関
側
の
動
向
は
む
し
ろ
逆
行
す
る
様
相

を
見
せ
て
い
る
。

　

発
展
途
上
国
で
Ａ
Ｒ
Ｔ
を
受
け
て
い

る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
者
数
は
、
二
〇
〇
一
年

に
は
二
四
万
人
で
あ
っ
た
の
が
、
二
〇

一
〇
年
に
は
六
六
〇
万
人
に
達
し
た
。

こ
の
急
増
を
支
え
て
き
た
の
が
、
Ｇ
Ｆ

Ａ
Ｔ
Ｍ
や
Ｐ
Ｅ
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｒ
を
は
じ
め
と

す
る
、
大
規
模
な
援
助
資
金
動
員
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融

危
機
の
影
響
を
受
け
、
二
〇
〇
九
年
以

降
、
発
展
途
上
国
向
け
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ

イ
ズ
対
策
資
金
は
頭
打
ち
か
ら
減
少
へ

と
転
じ
て
い
る
。
と
く
に
、
各
国
政
府

や
民
間
財
団
な
ど
か
ら
の
自
主
的
な
出

資
に
依
存
し
て
い
る
Ｇ
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
資

金
不
足
は
深
刻
で
、
二
〇
一
一
年
一
一

月
に
は
、
資
金
不
足
に
よ
り
新
規
案
件

募
集
を
中
止
し
、
二
〇
一
二
年
以
降
、

原
則
と
し
て
Ｇ
20
に
参
加
し
て
い
る
高

中
所
得
国
へ
の
資
金
提
供
を
行
わ
な
い

こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。
南
ア
フ
リ
カ
は

高
中
所
得
国
で
あ
る
が
、
疾
病
負
荷
が

「
き
わ
め
て
重
い
」
国
に
分
類
さ
れ
る

た
め
、
か
ろ
う
じ
て
引
き
続
き
Ｇ
Ｆ
Ａ

Ｔ
Ｍ
資
金
が
利
用
で
き
る
こ
と
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
新
規
ラ
ウ
ン
ド
の
中
止

に
よ
り
二
〇
一
四
年
ま
で
新
た
な
案
件

申
請
は
不
可
能
と
な
り
、
ま
た
す
で
に

資
金
提
供
が
決
ま
っ
て
い
る
分
に
つ
い

て
も
影
響
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

Ｐ
Ｅ
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｒ
の
対
南
ア
フ
リ
カ
支

援
も
、
二
〇
〇
八
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少

傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
公
的
Ａ
Ｒ

Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
外
部
で
Ａ
Ｒ
Ｔ
を
提

供
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
の
多
く
は
Ｐ
Ｅ

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｒ
資
金
に
よ
っ
て
い
た
が
、
Ｐ

Ｅ
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｒ
の
支
援
縮
小
に
と
も
な

い
、
そ
う
し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
な
か
に
は
、

新
規
の
患
者
受
け
入
れ
を
絞
っ
た
り
、

既
存
の
患
者
を
公
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
移

し
た
り
す
る
動
き
も
み
ら
れ
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
ム
ベ
キ
政
権
の
退

陣
後
、
ズ
マ
政
権
が
「
エ
イ
ズ
否
認
主

義
」
か
ら
の
決
別
を
明
確
化
し
た
こ
と

を
背
景
に
、
南
ア
フ
リ
カ
政
府
と
国
際

機
関
や
援
助
機
関
と
の
関
係
は
好
転
し

た
。
今
日
で
は
、
南
ア
フ
リ
カ
の
取
り

組
み
は
、
国
際
機
関
や
援
助
機
関
か
ら

高
く
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
掌
を
返
し
た
よ
う
な
賞

賛
は
、「
否
認
主
義
」
か
ら
の
決
別
姿

勢
へ
の
評
価
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
疾

病
負
荷
の
重
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
の
費
用
の
大
半
を
自

国
の
財
源
か
ら
賄
っ
て
い
る
南
ア
フ
リ

カ
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ

ズ
対
策
資
金
が
減
少
に
転
じ
る
な
か

で
、
一
種
の
「
モ
デ
ル
」
と
し
て
持
ち

上
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ

る
。
発
展
途
上
国
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ

対
策
の
た
め
に
多
額
の
援
助
資
金
が
動

員
さ
れ
、
援
助
機
関
が
実
績
づ
く
り
を

急
い
で
い
た
時
期
に
、
援
助
受
け
入
れ

に
消
極
的
で
あ
っ
た
ム
ベ
キ
政
権
は
激

し
く
批
判
さ
れ
た
。
し
か
し
、
援
助
潮

流
の
変
化
と
と
も
に
、
皮
肉
に
も
そ
の

遺
産
が
再
評
価
さ
れ
て
い
る
面
も
あ
る

と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

（
ま
き
の　

く
み
こ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

ア
フ
リ
カ
研
究
グ
ル
ー
プ
）
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